
項目 重点目標 評価の観点・目標指数 回答者 判断基準 R5 ％ R4 ％ 成果と課題 改善策・向上策

（取組指標）

授業研究会や研修会で研鑽を積み、

ipadの活用、課題の明確化、協働学

習、学習の振り返り等を取り入れた学

習指導の工夫改善に取り組む。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が90％以上

教職員

私は、生徒が授業に主体的に取り組むために、ipadの活用、課題の明確化、協働

学習、学習の振り返り等を取り入れた学習指導の工夫改善に

　〔1〕　積極的に取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。

100 97.6

前年度よりも、学習指導の工夫

改善に取り組む教職員の割合が

増え、目標の数値を達成してい

る。

基礎基本を定着させる取組につ

いては今後の工夫が必要である。

今後も継続して学習指導の工夫

改善に取り組んでいく。

基礎基本の定着のための継続的

な取組を検討し、探究的な学習

と基礎基本の定着の両立を図っ

ていく。

（成果指標）

「学びたい」「知りたい」「できるようになり

たい」という気持ちをもって授業に参加し

ている。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が90％以上

生　徒

私は、「学びたい」「知りたい」「できるようになりたい」という気持ちをもって授業に

　〔1〕　参加している。

　〔2〕　だいたい参加している。

　〔3〕　あまり参加していない。

　〔4〕　ほとんど参加していない。

1年 95.3

2年 93.4

3年 94.6

全体 94.5

1年 97.3

2年 96.7

3年 97.5

全体 96.8

前年度から継続して、ほとんどの

生徒が授業に前向きな気持ちで

取り組んでいる。

今後も全教員で教科の授業改

善に取り組むとともに、各学年にお

いても探究活動を充実させる。

生徒が授業で学んだことを主体的

に生かすことができる場を設定し、

学びの定着に繋がるようにしてい

く。

（満足度指標）

私の子どもは、「学びたい」「知りたい」

「できるようになりたい」という気持ちをもっ

て学習に取り組んでいる。

　

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が70％以上

保護者

私の子どもは、意欲的に授業や家庭学習に

　〔1〕　取り組んでいると感じる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいると感じる。

　〔3〕　あまり取り組んでいないと感じる。

　〔4〕　全く取り組んでいないと感じる。

1年 72.6

2年 76.0

3年 73.9

全体 74.1

1年 77.2

2年 73.8

3年 75.9

全体 74.7

生徒たちが主体的に学習に取り

組む習慣が家庭学習等にも表れ

ており、前年度と同程度の数値に

なっている。

今後もeライブラリなど多様な学び

方を選択できるようにしていくととも

に、学習の方法が多様化している

ことを保護者に発信していく必要

がある。

（取組指標）

読書活動や、ipad等を活用して得た情

報を整理したり伝えたりする活動の充実

に取り組む。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が90％以上

教職員

私は、本（新聞や専門誌等を含む）やipad等を活用して得た情報を整理して、

周りの人に発信できる生徒の育成に

　〔1〕　積極的に取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。

96.9 82.7

授業改善やあわら考幸学に力を

入れていることもあり、数値が大幅

に伸び目標を超えている。一方

で、純粋な読書活動の推進につ

いてあまり目を向けられていない。

生徒自身が必要性を感じて読書

活動に取り組めるようにしていく。

読書の楽しさや魅力、重要性など

を伝えることはもちろん、図書委員

会が中心となり、読書について考

える機会を設けるなどの働きかけを

する。

（成果指標）

私は、読書活動やipad等の活用を通

じて、疑問の解決のために必要な情報

を収集し、他に伝えようとしている。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が80％以上

生　徒

私は、本（新聞を専門誌等を含む）やipad等を活用して得た情報を整理して、自

分の言葉で伝える活動に

　〔1〕　取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。

1年 82.0

2年 91.8

3年 90.9

全体 88.2

1年 77.1

2年 90.0

3年 95.0

全体 90.3

どの学年も目標数値をこえており、

生徒は探究的活動に主体的に

取り組んでいると思われる。今後、

まとめの質をどう高めていくかが課

題であると考える。

情報の整理の仕方やプレゼンテー

ションのポイントなどについて学ぶ機

会を設ける。表現活動に抵抗が

ある生徒に丁寧な支援をしてい

く。

（満足度指標）

私の子どもは、読書やインターネットを用

いて収集した情報を、自分の言葉で発

信する活動に取り組んでいる。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が70％以上

保護者

私の子どもは、本（新聞や専門誌等を含む）やインターネット等を用いて収集した

情報を、自分の言葉で伝える活動に

　〔1〕　取り組んでいると感じる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいると感じる。

　〔3〕　あまり取り組んでいないと感じる。

　〔4〕　全く取り組んでいないと感じる。

1年 56.9

2年 60.0

3年 63.7

全体 60.6

1年 68.2

2年 64.3

3年 62.1

全体 64.5

学年が上がるほど数値は高くなっ

ているが、前年と比べると数値は

下がっている。保護者はスマホやタ

ブレットを使っていると、ゲームや動

画しか見ていないというイメージが

あるのではないかと考えられる。

タブレットを使って取り組む課題が

増えていることや、探究活動の様

子や成果を積極的にHPやH&S

で配信する。また、各教科のレ

ポートや探究活動のまとめを、各

自が家庭で発表し保護者から感

想をもらうなどして、保護者に取組

を理解してもらう。

⒈たくましい実力

（自立）

生徒が主体的に

学び、考えを話し

合う授業を推進す

る。

⒈たくましい実力

（自立）

読書（新聞を含

む）やICTを活用

して得た情報を整

理し、発信する力

の育成に努める。

進路・学習部

教務部

進路・学習部

私は、図書室利用などを通した読書活動

や、ipadなどを活用した調べる活動が習慣

化するよう

　〔1〕　しっかり取り組ませている。

　〔2〕　だいたい取り組ませている。

　〔3〕　あまり取り組ませていない。

　〔4〕　全く取り組ませていない。

私は、読書（新聞を含む）やipad等の活

用を通じて、疑問の解決のために必要な情

報を収集し

　〔1〕　探究しようとしている。

　〔2〕　ある程度探究しようとしている。

　〔3〕　あまり探究しようとしていない。

　〔4〕　全く探究しようとしていない。

私の子どもは、読書（新聞を含む）やイン

ターネットを用いた情報収集に

　〔1〕　取り組んでいると感じる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいると感じる。

　〔3〕　あまり取り組んでいないと感じる。

　〔4〕　全く取り組んでいないと感じる。
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（取組指標）

集団の中で自他の健康・安全を意識し

て行動できる生徒の育成に取り組む。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が100％

教職員

私は、集団の中で自他の健康・安全を意識して行動できる生徒の育成に

　〔1〕　積極的に取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。
100

健康や安全については全教職員

が特に意識して取り組んでいる。

命に関わることは教職員が前面に

立ち、主導する立場であることを

自覚しているためと思われる。

引き続き共通理解を図りながら健

康教育や安全教育に取り組んで

いく。特に地震災害については定

期的にシェイクアウト訓練を導入

する等、学年の早い段階で防災

について考える取組が必要であ

る。

（成果指標）

私は、集団の中で自他の健康・安全を

意識して行動している。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が90％以上

生　徒

私は、集団の中で自他の健康・安全を意識して

　〔1〕　行動している。

　〔2〕　ある程度行動している。

　〔3〕　あまり行動していない。

　〔4〕　全く行動していない。

1年 94.5

2年 97.6

3年 93.2

全体 95.0

どの学年も高い数値を示し、日常

における健康・安全への意識の高

さと、それに伴う行動力の高さが

表れている。

引き続き日常的に自他の健康・

安全を考え、意識して行動できる

ように支援する。そのためにも、健

康安全的行事や防災・防犯訓

練などを学びの機会と捉え、有効

に活用する。

（満足度指標）

私の子どもは、集団の中で自他の健康・

安全を意識して行動している。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が80％以上

保護者

私の子どもは、自他の健康・安全を意識して

　〔1〕　行動していると感じる。

　〔2〕　ある程度行動していると感じる。

　〔3〕　あまり行動していないと感じる。

　〔4〕　全く行動していないと感じる。

1年 88.2

2年 90.0

3年 79.7

全体 85.3

生徒の数値に比べると保護者の

数値は低いが、目標指数には届

いている。年間を通して学校での

取組や生徒の活動を情報発信し

てきた成果と考えられる。

学校での様子や取組について、学

年や保健安全部から情報発信を

継続し、保護者と連携しながら生

徒の成長を支援する。

（取組指標）

生徒が安心して学校生活を送るため

に、人権教育を推進するとともに、いじめ

の防止や早期発見・対応及び不登校

への対処に取り組む。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が100％

教職員

私は、生徒が安心して学校生活を送るために、人権教育を推進するとともに、いじめ

の防止や早期発見・対応及び不登校への対処に

　〔1〕　積極的に取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。

100 100

教員一人一人が、いじめを許さな

いという意識や、生徒の心身の状

態に寄り添い、多様性を尊重する

意識をもって生徒に関わっていた。

今後も多様性を尊重する生徒の

育成を図るため、支援の機会を

作っていく。

（成果指標）

私は、安心して学校生活を送ることがで

きている。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が100％

生　徒

私は、安心して学校生活を送ることが

　〔1〕　できている。

　〔2〕　だいたいできている。

　〔3〕　あまりできていない。

　〔4〕　全くできていない。

1年 96.1

2年 94.3

3年 95.5

全体 95.3

1年 90.2

2年 91.0

3年 97.4

全体 92.9

１００％ではないが、ほとんどの

生徒が肯定的な回答をした。

今後も、年３回の教育相談アン

ケート及び面談を継続して実施

し、生徒の悩みを早期に把握し、

いじめの未然防止や不安の解消

に努める。

（満足度指標）

私の子どもは、安心して学校生活を送

ることができている。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が100％

保護者

私の子どもは、安心して学校生活を送ることが

　〔1〕　できていると感じる。

　〔2〕　だいたいできていると感じる。

　〔3〕　あまりできていないと感じる。

　〔4〕　全くできていないと感じる。

1年 92.1

2年 90.0

3年 95.6

全体 92.9

1年 95.4

2年 90.5

3年 96.6

全体 93.5

２年生が５ポイント減少し、３年

生は５ポイント上昇した。目標値

の１００％ではないが、ほとんど

の保護者から肯定的な回答を得

た。

アンケート等を活用し、家庭にお

いて、学校生活の楽しみや不安に

ついて話し合う機会を創出する。

2.明朗な和合・

うるわしい秩序

（協働）

仲間意識を高め、

人権教育を推進

するとともに、不登

校やいじめの未然

防止・早期対応

に努める。

⒈たくましい実力

（自立）

集団の中で健康

と安全を意識した

生活習慣の定着

を図る。

新しく追加

しました

生徒指導部

保健安全部



（取組指標）

生徒が諸活動（生徒会・学級・部）を

主体的に運営できるように、協働して取

り組む態度の育成に取り組む。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が100％

教職員

私は、生徒の主体的な活動を推進し、仲間と協働して取り組む態度の育成に

　〔1〕　積極的に取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。
100 100

生徒の活動を考える際、常に生

徒が主体となる取組を考えるよう

になるなど教員の意識改革が進ん

だ。

引き続き、学校全体で、生徒主

体の教育活動を推進していく。

（成果指標）

私は、生徒会活動や学級活動、部活

動において、仲間と協働し、自分たちで

考えて行動することができている。

【目標指数】

〔１〕+〔２〕の合計が90％以上

生　徒

私は、仲間と協働して主体的に生徒会活動や学級活動、部活動に取り組むことが

　〔1〕　できている。

　〔2〕　だいたいできている。

　〔3〕　あまりできていない。

　〔4〕　全くできていない。

1年 98.4

2年 95.9

3年 93.9

全体 96.0

1年 97.4

2年 95.9

3年 98.3

全体 97.1

今年度は文化祭に加え、体育祭

でも生徒主体の方向が明確にな

り、生徒の中でもその意識が根付

いてきたと考えられる。

引き続き、生徒会を中心とした生

徒主体の活動を推進していく。

（満足度指標）

私の子どもは、自ら考え行動することが

できている。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が80％以上

保護者

私の子どもは、自ら考え行動することが

　〔1〕　できていると感じる。

　〔2〕　だいたいできていると感じる。

　〔3〕　あまりできていないと感じる。

　〔4〕　全くできていないと感じる。

1年 66.6

2年 80.0

3年 84.0

全体 77.6

1年 86.3

2年 83.3

3年 72.4

全体 80.7

１年生の数値が低いが、先輩の

姿を見ながらの成長過程でもあ

り、今後の伸びしろが大きいとも考

えられる。

学校公開期間や各通信等を機

会にして、生徒の主体的な活動

を発信する。活動の振り返りに、

学校外の生活においても、自ら考

えて行動することを促す。

（取組指標）

生徒の自ら考え行動する態度を育成す

るために、自治的活動や自らの生活を

考える活動を推進する。

【目標指数】

 〔１〕+〔２〕の合計が100％

教職員

私は、生徒の自ら考え行動する態度を育成するために、自治的活動や自らの生活

を考える活動の推進を

　〔1〕　積極的に行っている。

　〔2〕　ある程度行っている。

　〔3〕　あまり行っていない。

　〔4〕　全く行っていない。

100 100

「生徒心得」改正に向けての取組

が生徒の自治的な活動になるよ

う、全教職員で共有しながら進め

ることができた。

生徒が自治的に学校生活の課

題を見付け、解決していけるよう

な教育活動の在り方を、全教職

員で議論し推進していく。

（成果指標）

私は、ルールの意味や自らのあるべき姿

を考えながら行動している。

【目標指数】

〔１〕+〔２〕の合計が90％以上

生　徒

私は、ルールの意味や自らのあるべき姿を考えながら行動することが

　〔1〕　できている。

　〔2〕　だいたいできている。

　〔3〕　あまりできていない。

　〔4〕　全くできていない。

1年 93.0

2年 95.9

3年 96.9

全体 95.3

1年 98.2

2年 96.7

3年 95.7

全体 96.9

「生徒心得」についての議論を学

級活動として進めたことにより、

ルールに対して自ら考えた実感が

もてたのではないか。

引き続き、生徒による議論を基本

に、生徒自らがルールについて考

えられるよう支援する。

（満足度指標）

私の子どもは、ルールの意味や自らのあ

るべき姿を考えながら行動している。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が80％以上

保護者

私の子どもは、ルールの意味や自らのあるべき姿を考えながら行動することが

　〔1〕　できていると感じる。

　〔2〕　だいたいできていると感じる。

　〔3〕　あまりできていないと感じる。

　〔4〕　全くできていないと感じる。

1年 82.3

2年 90.0

3年 89.9

全体 87.6

1年 95.5

2年 88.1

3年 82.8

全体 88.1

目標指数は各学年とも達成して

いる。１学年の数値が低いが、今

後の学校生活を通して様々な体

験をすることで数値の上昇が期待

される。

引き続き、生徒心得の改正、交

通ルール、SNSのルールなど自治

的に学校生活の課題を見つけ解

決していく体験を生徒にさせていく

ことで、意識の向上を図る。

2.明朗な和合・

　うるわしい秩序

　　（協働）

生徒会活動や学

級活動の充実を

図り、生徒の自治

的活動を推進す

る。

2.明朗な和合・

　うるわしい秩序

　　（協働）

自ら考え行動する

態度や自治力を

育成し、生徒が主

体の活動を推進

する。

生徒指導部

生徒指導部



（取組指標）

ふるさと「あわら」に誇りと愛着をもち、知

識を深め、地域に貢献しようとする態度

の育成に取り組む。

【目標指数】

 〔１〕+〔２〕の合計が90％以上

教職員

私は、生徒がふるさと「あわら」への理解を深め、地域に貢献しようとする意識が高ま

るよう、あわら考幸学の取り組みを

　〔1〕　積極的に行っている。

　〔2〕　ある程度行っている。

　〔3〕　あまり行っていない。

　〔4〕　全く行っていない。

100 96.5

ふるさと「あわら」について理解を深

める機会を各学年で計画的に設

定しているが、次年度に向けて、こ

れまでの活動を検証しながら進め

ていく必要がある。

引き続き、学校全体で、あわら考

幸学を推進していく。

テーマ設定のタイミングをあわら市

の現状を把握した後に設定するな

どより深い学びに繋がるように工夫

していく。

（成果指標）

私は、ふるさと「あわら」に誇りと愛着をも

ち、地域に貢献したいと考えている。

【目標指数】

〔１〕+〔２〕の合計が90％以上

生　徒

私は、ふるさと「あわら」について深く学ぶとともに、地域への貢献のあり方を考えなが

ら、あわら考幸学に

　〔1〕　積極的に取り組んでいる。

　〔2〕　ある程度取り組んでいる。

　〔3〕　あまり取り組んでいない。

　〔4〕　全く取り組んでいない。

1年 90.6

2年 90.2

3年 97.0

全体 92.7

1年 93.8

2年 87.7

3年 87.1

全体 89.5

現３年生が３年間あわら考幸学

に取り組んだことで、地域貢献に

ついてより深く考えるようになってい

る。一方で、３年間を通して、探

究に深まりが見られない生徒がい

る。

今年度同様に地域への貢献のあ

り方を考える場を設定していく。

学年が上がるにつれて地域貢献

のあり方がより具体的になっていく

ようにしたい。

（満足度指標）

私の子どもは、ふるさと「あわら」に興味・

関心があり、地域に貢献したいと考えて

いる。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が70％以上

保護者

私の子どもは、ふるさと「あわら」に興味・関心があり、地域に貢献したいと

　〔1〕　考えている感じる。

　〔2〕　ある程度考えていると感じる。

　〔3〕　あまり考えていないと感じる。

　〔4〕　全く考えていないと感じる。

1年 58.8

2年 54.0

3年 59.4

全体 57.6

1年 81.8

2年 50.0

3年 51.7

全体 58.1

あわら考幸学での取組による地域

貢献の活動や意欲向上が、保護

者に十分に伝わっていない。昨年

度のアフレア開業イベントなど、直

接的な地域貢献活動がなかった

ためと推測される。

生徒の取組について、学年通信

やHPで発信する機会を増やす。

より深い学びになるように家族から

アドバイスを受けるなど、家庭でも

取り組む機会を設ける。

（取組指標）

生徒が地域の行事やボランティア活動、

資源回収などに積極的に参加するよう

働きかけを行う。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が100％

教職員

私は、生徒が地域の行事やボランティア活動、資源回収などに積極的に参加するよ

う働きかけを

　〔1〕　行っている。

　〔2〕　ある程度行っている。

　〔3〕　あまり行わなかった。

　〔4〕　全く行わなかった。

87.6 93.1

資源回収などの計画や指導の

際、地域貢献の意義を生徒に伝

えたつもりであるが、資源回収以

外のボランティア活動を積極的に

推進することができなかったことが、

１００％にならなかった理由では

ないか。

あわら考幸学などの地域探究や、

新幹線開通などに関連した活動

を生徒とともに考えていく。

地域貢献の意味をもう一度とらえ

なおし、日頃から生徒にその意義

を伝えていく。

（成果指標）

私は、地域の行事やボランティア活動、

資源回収などに積極的に参加してい

る。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が90％以上

生　徒

私は、地域の行事やボランティア活動、資源回収などに

　〔1〕　積極的に参加している。

　〔2〕　ある程参加している。

　〔3〕　あまり参加していない。

　〔4〕　全く参加していない。

1年 62.5

2年 80.4

3年 84.7

全体 75.9

1年 82.9

2年 77.5

3年 84.4

全体 81.6

一昨年から年々数値の低下がみ

られる。地区生徒会の時間に、そ

の意義や地域貢献について深く考

える時間がとれなかったのではない

かと考えられる。

あわら考幸学などの地域探究や、

新幹線開通などをきっかけに、地

域に貢献する方法を考えたり計

画したりする。

資源回収などの計画や指導の

際、地域貢献の意義を生徒会活

動として全校の生徒で共有する。

（満足度指標）

私の子どもは、地域の行事やボランティ

ア活動、資源回収などに積極的に参加

している。

【目標指数】

〔1〕+〔2〕の合計が80％以上

保護者

私の子どもは、地域の行事やボランティア活動、資源回収などに

　〔1〕　積極的に参加している。

　〔2〕　ある程度参加している。

　〔3〕　あまり参加していない。

　〔4〕　全く参加していない。

1年 72.6

2年 70.0

3年 76.8

全体 73.5

1年 77.2

2年 81.0

3年 72.4

全体 77.4

生徒と同様、一昨年から年々数

値の低下がみられる。地域行事の

参加に対する保護者の期待度を

満足させる結果には至っていな

い。

探究学習の経過を学年通信等

で発信するとともに、あわら市民と

して何ができるかを、家庭でも考え

る機会をもつよう啓発していく。

3.地域を担う

人材の育成

（貢献）

あわら考幸学を通

して、ふるさと教育

の推進に努める。

3.地域を担う

人材の育成

（貢献）

地域の人と関わる

体験活動の充実

を図る。

進路・学習部

生徒指導部

R

4

年

度

R

4

年

度

R

4

年

度

私は、生徒がふるさと「あわら」に誇りと愛着

をもつよう、ふるさと教育の推進を

　〔1〕　積極的に行っている。

　〔2〕　ある程度行っている。

　〔3〕　あまり行っていない。

　〔4〕　全く行っていない。

私は、ふるさと「あわら」に誇りと愛着を

　〔1〕　もっている。

　〔2〕　ある程度もっている。

　〔3〕　あまりもっていない。

　〔4〕　全くもっていない。

私の子どもは、ふるさと「あわら」について

　〔1〕　かなり興味をもっていると感じる。

　〔2〕　ある程度興味をもっていると感じる。

　〔3〕　あまり興味をもっていないと感じる。

　〔4〕　全く興味をもっていないと感じる。


